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産
業
経
済
文
化
の
発
展
に
一
役

待望の

君が代橋完成
国道、金沢～岐阜線の真名川に

かかる君が代橋かけかえは市民

の久しい願望でした。市制いら

い、このかけかえ運動に奔走し

てきましたが、その功成って昭

和ろ1年11月、総工費8，625万円

で永久橋のかげかえ工事に着工

しました。それいらいろカ年の

歳月を経て同ろろ年11月に全工事

が完成し、近代土木技術の粋を

集めたスマートな永久橋に変り

ました。これで。今後は産業経

済、文化の発展に大きく役立つ

ものと期待されています。

　

か
け
か
え
を
要
望
し
て
い
た
君

が
代
橋
は
、
昭
和
十
八
年
八
月
に

作
ら
れ
た
も
の
で
木
ゲ
タ
の
橋
で

し
た
。
こ
の
た
め
老
朽
と
腐
敗
が

激
し
く
、
数
年
前
か
ら
大
型
自
動

車
の
通
行
は
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

　

と
く
に
国
道
、
金
沢
？
岐
阜
線

は
市
の
中
央
部
を
東
西
に
貫
ぎ
、

裏
日
本
と
表
日
本
と
の
物
資
交
流

の
枢
要
道
路
で
あ
る
だ
け
に
交
通

量
も
激
し
く
、
危
険
な
君
が
代
橋

は
交
通
の
発
達
を
阻
ん
で
い
ま
し

た
。
こ
れ
が
た
め
関
係
者
は
も
ち

ろ
ん
、
市
民
多
数
が
永
久
橋
に
か

け
か
え
を
強
く
要
望
し
て
い
ま
し

た
。

　

新
し
い
君
が
代
橋
は
六
基
の
井

筒
基
礎
ラ
ー
メ
ン
型
躯
体
橋
脚
と

扶
壁
式
橋
台
ニ
ツ
に
P
S
橋
ゲ
タ

が
か
け
ら
れ
、
延
長
二
二
〇
・
五

メ
ー
ト
ル
、
橋
幅
六
、
六
メ
ー
ト

ル
、
有
効
幅
六
メ
ー
ト
片
に
な
つ

て
い
ま
す
。

取
付
道
路
は
右
岸
ぶ
五

五
メ
ー
ト
ル
、
左
岸
一

六
九
、
五
メ
ー
ト
ル
、

有
効
幅
五
、
五
メ
ー
ト

ル
が
で
き
ま
し
た
。

十
二
月
十
二
目
午
後
二

時
に
は
建
設
大
臣
ら
多

数
の
来
賓
の
ほ
か
長
谷

川
玄
定
（
中
荒
井
）
東

吉
松
（
土
打
）
両
家
の

三
夫
婦
を
先
頭
に
良
初

式
が
盛
大
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

右君が代橋側面

下同堀の下面

自然と人工の立体美

魚見橋完成

　

西
勝
原
地
籍
と
柿
が
島
地
籍
を

結
ぶ
魚
見
橋
は
、
総
工
費
三
七
〇

万
円
を
費
し
、
昭
和
三
十
三
年
八

月
二
十
五
日
北
電
に
よ
っ
て
か
け

か
え
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

同
年
十
一
月
十
日
全
工
事
が
完
成

し
、
十
二
日
午
後
二
時
に
は
北
電

と
大
野
市
が
受
渡
を
済
ま
せ
、
渡

初
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

魚
見
橋
は
九
頭
竜
川
の
西
9
原

地
籍
と
柿
が
島
地
籍
に
か
か
る
橋

で
、
昭
和
十
年
十
月
に
木
柱
釣
橋

が
新
設
さ
れ
、
阪
谷
地
区
と
五
箇

地
区
と
を
結
ぶ
最
短
距
離
で
、
こ

の
方
面
の
唯
の
交
通
機
関
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

三
十
年
六
月
の

台
風
で
大
破
し

一
部
補
修
し
て

通
行
し
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の

下
流
に
富
田
発

電
所
の
取
水
口

堰
堤
が
造
ら
れ

た
の
で
一
面
は

湖
面
に
な
り
、

木
柱
で
は

危
険
に
な

り
ま
し
た

　

そ
こ
で

北
陸
電
力
K
K
で
は
総
工
費
三
七

〇
万
円
を
費
し
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
柱
釣
橋
、
延
長
一
一
九
・
三

メ
ー
ト
ル
、
幅
一
・
ニ
メ
ー
ト
ル

を
造
り
市
に
無
償
で
渡
し
ま
し
た

　

こ
の
受
渡
式
に
は
北
電
の
高
木

富
田
発
電
所
所
長
、
同
中
川
次
長

市
か
ら
池
田
助
役
、
森
嶋
市
議

会
議
長
、
白
崎
建
設
委
員
長
、
稲

津
産
業
経
済
委
員
長
、
兼
井
市
議

会
議
員
、
梅
田
建
設
課
長
の
ほ
か

地
係
関
係
者
ら
多
数
集
り
、
橋
の

建
設
に
当
っ
た
山
形
甚
吉
氏
に
大

野
市
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
り
ま
し

た
。

　

こ
の
橋
ら
・
付
近
は
富
田
発
電
所

取
水
口
堰
堤
で
広
い
湖
面
が
で
き

紅
葉
が
映
え
て
越
美
北
線
の
路
床

や
堰
堤
ワ
ク
と
魚
見
橋
が
マ
ッ
チ

し
て
立
体
美
を
作
り
、
大
自
然
と

人
工
美
が
小
公
園
的
美
観
を
呈
し

交
通
と
観
光
の
面
に
大
き
な
役
を

果
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

上魚見橋全景

下渡初式

第30回

臨時市議会

池
田
助
役

松
田
収
入
役
を
再
選

　

十
一
月
末
任
期
満
了
と
な
る
市

助
役
と
市
収
入
役
の
選
任
の
ほ
か

八
つ
の
重
要
議
案
を
審
議
す
る
第

三
十
回
臨
時
市
議
会
は
十
一
月
十

七
日
午
後
一
時
二
十
分
宍
ら
市
役

所
下
庄
出
張
所
で
開
か
れ
ま
し
た

　

森
嶋
議
長
の
開
会
宣
言
に
続
い

て
森
広
市
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

第
六
十
四
号
議
案
か
ら
第
七
十
三

号
議
案
ま
で
上
提
、
池
田
助
役
か

ら
議
案
に
つ
い
て
説
明
か
お
り
六

議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
、
三
十

二
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、
決
算

委
員
公
を
作
り
決
算
内
容
の
調
査

を
付
託
し
ま
し
た
。

　

ま
た
九
月
定
例
市
議
会
で
満
続

審
議
と
な
っ
て
い
ま
し
た
選
挙
区

制
改
正
問
題
に
つ
い
て
は
、
八
呂

の
特
別
委
員
会
を
作
り
、
専
門
的

に
研
究
し
十
二
月
定
例
市
議
会
に

審
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

議
案
七
十
二
号
お
よ
び
七
十
三

号
の
助
役
収
入
役
の
選
任
に
つ

い
て
は
池
田
助
役
と
松
田
収
入
役

の
再
選
を
満
場
一
致
で
可
決
し
、

午
後
六
時
散
会
し
ま
し
た
。

f池田助役のあいさつ）

一
風
見
鶏

▼
源
を
発

し
た
川
の

水
も
あ
る

時
は
岩
に
あ
た
り
、
砂
を
鯛
ん
で

地
を
く
ぐ
り
、
部
落
を
よ
ぎ
り
町

を
と
お
り
。
平
野
を
流
れ
て
果
て

は
海
に
入
る
。
河
口
の
辺
り
で
は

全
く
静
か
な
表
情
に
し
か
眼
に
映

ら
な
い
。
が
、
じ
1
つ
と
み
っ
め

て
い
る
と
い
ろ
い
ろ
な
回
想
を
起

さ
せ
る
。
▼
あ
の
9
夜
を
分
た
ず

ハ
ッ
パ
の
音
の
こ
だ
ま
し
た
電
源

開
発
も
、
ひ
と
頃
六
千
名
を
数
え

た
労
務
者
が
去
っ
た
I
、
新
し
い

偉
容
を
誇
っ
て
発
電
機
は
回
転
分

始
め
た
。
（
十
月
一
口
）
ま
る
日

年
間
市
政
を
あ
ず
か
っ
た
斎
藤
市

長
か
ら
・
孫
広
新
市
1
4
に
バ
ト
ン
は

渡
さ
れ
た
。
（
八
弓
三
日
）
幾
度

か
襲
い
く
る
☆
以
に
お
び
え
つ
つ

も
畔
ブ
叩
の
農
作
物
の
収
穫
は
、
最

高
の
収
穫
を
記
録
し
た
。
忘
れ
ら

れ
た
よ
う
な
越
美
線
の
路
床
も
生

々
と
し
た
表
情
に
輝
き
始
め
た
、

国
道
、
金
沢
～
岐
貝
・
線
の
大
動
ぼ

の
要
所
、
そ
れ
は
人
間
の
善
意
に

も
似
た
「
君
が
代
橋
」
の
名
と
共

に
、
美
し
ト
容
姿
に
削
ら
れ
た
竣

工
は
、
あ
た
か
も
言
大
子
妃
決
定

の
秋
で
あ
る
。
何
か
爽
か
な
も
の

を
感
じ
る
の
は
I
A
ご
に
け
の
9
い

す
ご
し
た
ろ
う
か
。
V
師
走
の
空

を
渡
る
講
は
、
よ
き
に
っ
け
あ
し

き
に
っ
け
て
人
間
の
い
底
に
沈
潜

と
し
て
音
を
立
て
る
。
や
が
て
百

八
煩
悩
を
告
げ
る
除
夜
の
鉢
が
9

り
渡
る
頃
は
、
静
か
に
ま
た
新
し

い
年
が
始
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る

去
る
年
、
来
る
年
、
人
と
共
に
光

栄
あ
れ
。

※
年
賀
会
の
申
込
は
十
五
日
ま
で
に
詳
細
は
三
面
に



各
地
区
7
道
路
網
の
充
実
完
備

市発展の動脈

道
路
網
の
充
実
完
備
は
、
市
の
政
治
、
経
済
、

教
育
、
文
化
な
ど
発
展
の
基
盤
と
な
る
の
で
、
市

財
政
の
苦
し
い
中
か
ら
も
こ
の
補
修
改
良
に
主
力
を

注
い
で
い
ま
す
。
ち
な
み
に
福
井
市
と
大
野
市
の
市
道

延
長
を
比
較
し
て
見
る
と
福
井
市
は
三
六
、
二
七
五
メ

ー
ト
ル
、
大
野
市
は
三
五
一
、
九
五
五
メ
ー
ト
ル
で
約
十
倍

ま
た
面
積
で
は
二
・
五
倍
に
な
っ
て
、
広
い
面
積
を
持

　

っ
大
野
市
の
財
政
事
情
は
楽
で
な
い
こ
と
が
こ
の
一
つ

　
　

を
見
て
も
知
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
よ
う
。
い
ま
各
地
で

　
　
　

改
修
し
て
い
る
市
道
を
紹
介
し
て
「
苦
は
楽
の
種
」
の

　
　
　
　

こ
と
わ
ざ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
伸
展
し
て
行
く
市
の

　
　
　
　
　

将
来
に
楽
し
い
お
望
を
抱
き
、
と
も
に
市
の
隆
盛
を
祈

　
　
　
　
　
　

り
ま
し
よ
う
。

（写真は市道大桜線）

　

市
道
、
木
落
？
黒
谷
線
市
の
東

南
、
西
を
結
ぶ
大
環
状
道
路
と
し
て

発
展
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る

市
道
、
木
落
？
黒
谷
線
は
来
年
度
着

工
予
定
の
仮
称
、
上
君
が
代
橋
の
完

成
に
ょ
っ
て
蕨
生
、
木
落
間
（
県
道

）
木
落
区
、
御
給
区
、
友
兼
区
、
医

王
寺
区
、
猪
島
区
、
中
据
区
、
下
舌

区
、
黒
谷
区
と
一
連
の
美
し
い
道
路

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
市
道
の
改
修
工
事
は
十
二
月

初
め
に
着
工
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

市
道
、
三
番
線
三
番
通
り
の
六

間
か
ら
鋸
町
通
り
に
至
る
延
長
一
七

一
メ
ー
ト
ル
、
幅
六
・
一
メ
ー
ト
ル

の
舗
装
工
事
を
総
工
費
一
八
〇
万
円

で
十
一
月
一
日
に
着
工
し
、
来
年
三

月
に
完
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　

市
道
、
大
桜
線
春
日
三
区
を
起

点
と
し
、
木
本
開
拓
地
の
榎
区
を
貫

き
、
木
本
区
を
経
て
宝
慶
寺
に
至
る

市
道
大
桜
線
は
三
ヵ
年
計
画
で
総
工

費
四
五
〇
万
円
を
費
し
、
延
長
一
、

三
九
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
五
メ
ー
ト
ル

　

（
現
在
は
三
メ
ー
ト
ル
）
の
改
修
工

事
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
今
年
度
分
は
一
五
五
万
七
千

円
の
工
費
で
五
四
二
メ
ー
ト
片
を
改

修
す
る
こ
と
に
な
り
、
十
一
月
一
日

に
春
日
三
区
か
ら
着
工
し
て
十
二
月

二
十
日
に
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
道
、
伏
石
～
上
打
波
線
伏
石

を
起
点
と
し
て
落
合
区
、
堂
島
区
、

金
山
区
を
経
て
桃
木
峠
か
ら
嵐
区
に

至
る
市
道
伏
石
～
上
打
波
線
の
改
修

工
事
は
、
二
ヵ
年
拠
続
事
業
で
工
費

九
〇
万
円
を
費
し
、
係
長
九
六
四
メ

ー
ト
ル
、
幅
四
メ
ー
ト
ル
（
従
前
三

メ
ー
ト
ル
）
に
改
修
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
第
一
期
分
は
四
〇
万
円
で
、

伏
石
区
か
ら
落
合
区
ま
で
二
九
〇
メ

ー
ト
歩
の
改
修
工
事
を
十
一
月
一
日

に
着
工
し
、
十
二
月
二
十
日
に
完
成

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

明
る
い
意
見
が
ぞ
く
ぞ
く

市
政
懇
談
会

　

明
る
い
市
政
を
運
営
す
る
た
め
に

各
地
区
ご
と
に
市
政
懇
談
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

こ
の
会
に
は
市
長
、
助
役
、
議
会

議
長
、
副
議
長
や
総
務
課
長
ら
が
、

ま
た
地
区
議
員
の
ほ
か
各
種
団
体
長

に
集
っ
て
も
ら
い
市
政
に
つ
い
て
話

し
あ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
い
ず

れ
の
地
区
と
も
、
市
道
の
新
設
改
良

や
教
育
施
設
の
完
備
な
ど
建
設
的
な

明
る
い
意
見
が
多
く
で
て
有
意
義
で

し
た
。

　

（
写
真
は
市
政
懇
談
会
・
上
庄
地
区
）

回目

赤
字
を
来
年
度
で
な
く
す
る

第
三
十
回
臨
時
市
議
会
で

決
議
さ
れ
た
議
案
の
主
な

説
明
は
次
の
と
お
り
で
す

▲
専
決
議
案
第
六
十
四
号

市
債
及
び
償
還
方
法
を
決

め
る
件
（
小
学
校
の
分
）

有
終
西
小
学
校
と
小
山
小
学
校
阿
難

祖
分
校
な
ら
び
に
上
庄
小
学
校
な
ど

新
改
築
費
の
財
源
に
あ
て
る
た
め
、

大
野
信
用
金
庫
や
上
庄
、
小
山
1
農

業
協
同
組
合
か
ら
資
金
を
借
入
し
た

件
、
お
よ
び
そ
の
返
還
方
法
の
承
認

を
求
め
ま
し
た
。

▲
専
決
議
案
第
六
十
五
号
市
債
及

び
償
還
方
法
を
決
め
る
件
（
大
野
高

等
学
校
の
分
）

　

大
野
高
等
学
校
は
せ
ま
い
の
で
地

元
父
兄
や
P
T
A
か
ら
県
に
増
築
を

要
望
し
て
い
ま
し
た
が
、
県
に
お
い

て
も
財
政
見
通
し
が
た
だ
な
い
の
で

地
元
大
野
市
が
一
千
七
百
万
円
を
一

時
立
替
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

こ
の
資
金
を
大
野
信
用
金
庫
か
ら
借

入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

返
還
の
方
法
は
市
が
三
六
八
万
円

県
は
九
六
四
万
円
、
同
窓
会
P
T

A
で
三
六
八
万
円
を
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

▲
議
案
第
六
十
六
号
自
主
財
政
再

建
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

地
方
財
政
再
建
促
進
特
別
措
置
法

に
基
い
て
、
昭
和
二
十
九
年
度
で
赤

字
を
出
し
て
い
た
地
方
公
共
団
体
は

自
主
的
に
再
建
を
行
い
、
赤
字
を
計

画
的
に
解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
市

も
合
併
当
時
の
持
ち
寄
り
赤
字
の
三

八
二
七
万
一
千
円
を
、
昭
和
三
十
五

年
度
ま
で
に
解
消
す
る
計
画
を
立
て

て
き
ま
し
た
が
、
今
度
赤
字
を
早
く

な
く
し
て
積
極
的
に
建
設
事
業
を
進

め
る
た
め
に
昭
和
三
十
四
年
度
で
な

く
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

▲
議
案
第
六
十
七
号
昭
和
三
十
二

年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

決
算
認
定
に
さ
き
だ
ち
八
人
の
特
別

委
員
会
を
作
り
決
算
内
容
を
十
分
調

査
し
て
十
二
月
市
議
会
に
報
告
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

委
員
は
高
田
、
四
方
、
筒
井
、
安

川
、
山
川
、
西
川
、
岸
本
、
松
田
確

太
郎
氏
の
八
議
員
を
決
め
ま
し
た
。

▲
議
案
第
六
十
八
号
昭
和
三
十
三

年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
追
加
更
正

予
算
。
五
八
万
八
千
円
を
追
加
し
ま

し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
職
員
の
手
当

の
増
額
と
防
犯
連
合
会
負
担
金
に
八

万
円
増
、
君
が
代
橋
竣
工
式
負
担
金

一
五
万
円
、
有
終
西
小
学
校
付
帯
工

事
一
〇
〇
万
円
、
赤
字
額
補
填
に
六

五
万
円
増
と
な
り
ま
し
た
。

▲
議
案
第
六
九
号
昭
和
三
十
三
年

度
大
野
市
特
別
会
計
国
民
健
康
保
険

歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算
四
万
三
千

三
百
円
を
増
額
、
歳
出
は
職
員
の
手

当
の
増
額
、
歳
入
は
過
年
度
給
付
補

助
金
の
増
額
で
充
て
て
い
ま
す
。

▲
議
案
第
七
十
号
昭
和
三
十
三
年

度
大
野
市
特
別
会
計
富
田
及
び
五
箇

診
療
所
歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算
、

一
万
四
千
四
百
円
追
加
、
前
号
に
同

　

▲
議
案
第
七
十
一
号
大
野
市
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

国
家
公
務
員
の
給
与
に
つ
い
て
法

律
の
一
部
が
改
正
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
通
勤
手
当
の
支
給
が
新
し
く

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
市

職
員
に
も
同
等
に
支
給
す
る
条
例
を

決
め
ま
し
た
。

　

な
お
寒
冷
地
の
地
域
が
五
箇
地
区

を
除
く
全
地
区
が
四
級
地
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
の
で
、
薪
炭
手
当
も
支
給

す
る
よ
う
改
正
に
な
り
ま
し
た
。
期

末
手
当
に
つ
い
て
も
国
家
公
務
員
と

同
じ
く
〇
・
一
ヵ
月
分
の
増
額
を
決

め
ま
し
た
。

▲
議
案
第
七
十
二
号
大
野
市
助
役

の
選
任
に
つ
い
て

▲
議
案
第
七
十
三
号
大
野
市
収
入

役
の
選
任
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
一

面
の
と
お
り
。

（写真は市道三番線）



商
店
街
の
繁
栄
と

新
し
い
町
並
を
作
る
た
め

第3回

商店診断

①

　

商
店
街
の
繁
栄
と
新
し
い
町
並
を

作
る
た
め
に
日
本
商
店
能
率
研
究
所

所
長
西
村
平
八
郎
氏
を
招
い
て
十
月

三
十
、
三
十
一
日
の
両
日
市
街
の
十

一
店
舗
を
診
断
し
て
も
ら
い
ま
し
た

　

氏
は
診
断
の
結
果
を
帰
阪
後
、
商

工
課
へ
つ
ぎ
の
よ
う
に
知
ら
せ
て
来

ま
し
た
。

顧
客
の
利
益
を
守
っ
て

一
氷
久
繁
栄
に
当
ろ
う

　

当
市
の
商
店
街
は
産
業
の
豊
富
な

衛
星
郡
村
に
囲
ま
れ
恵
ま
れ
た
立
地

条
件
に
あ
つ
た
た
め
今
日
に
至
る
ま

で
は
発
展
の
一
途
を
た
ど
つ
て
き
た

し
か
し
今
後
は
交
通
機
関
の
発
達
、

あ
る
い
は
顧
客
の
セ
ン
ス
な
ど
の
向

上
に
よ
り
、
他
都
市
へ
と
流
れ
る
購

売
力
を
当
市
商
店
街
が
い
か
に
食
い

と
め
る
か
の
く
ふ
う
と
努
力
が
必
要

で
あ
る
。

　

そ
こ
で
商
店
経
営
者
は
単
に
私
財

の
蓄
積
や
利
潤
の
獲
得
に
終
っ
て
は

な
ら
な
い
。
配
給
組
織
的
な
機
能
を

生
か
し
、
公
益
性
を
考
え
て
顧
客
の

利
益
を
守
っ
て
、
生
活
文
化
の
向
上

を
図
る
よ
う
に
努
め
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（写真は劉

考
え
て
欲
し
い
共
同
施
設

　

商
店
街
の
共
同
施
設
の
進
ん
で
い

な
い
の
は
当
市
の
み
の
問
題
で
は
な

い
が
、
と
く
に
大
野
市
で
は
こ
の
施

設
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
は
唯
顧
客
の
必
要
物
資
の
調

達
行
為
を
充
た
す
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
と
同
時
に
他
の
購
買
気
分

の
満
喫
と
期
待
を
得
る
こ
と
に
な
る

　

共
同
施
設
は
ス
ズ
ラ
ン
灯
、
ネ

オ
ン
ア
ー
チ
、
ア
ー
ケ
ー
ド
が
望
ま

し
い
。
ア
ー
ケ
ー
ド
は
降
雪
の
関
係

か
ら
軒
先
ニ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
歩
道

的
ア
ー
ヶ
I
ド
が
適
当
と
思
わ
れ
る

　

共
同
事
業
少
な
く
と
も
一
季
節

に
一
回
以
上
の
共
同
売
出
し
と
、
共

同
ク
ー
ポ
ン
制
の
チ
ヶ
ツ
ト
販
売
制

度
を
強
力
に
進
め
て
行
く
べ
き
で
あ

る
。
チ
ヶ
ツ
ト
販
売
と
い
う
と
、
職

域
販
売
対
象
を
考
え
勝
ち
で
あ
る
が

今
後
は
単
一
家
族
ま
た
は
数
家
族
を

単
位
と
す
る
方
法
が
望
ま
し
い
。

（
以
下
次
号
）

自
治
功
労
者
を
表
彰

斎
藤
秀
助
氏
ら
七
一
名

　

地
方
自
治
の
発
展
に
長
年
、
区
長

町
内
会
長
、
部
落
会
長
と
し
て
尽
さ

れ
た
次
の
方
々
に
十
一
月
十
一
日
、

福
井
市
に
お
い
て
知
事
の
表
彰
が
あ

り
ま
し
た
。

　

二
十
年
以
上
勤
務
▽
大
野
地
区

笹
島
与
左
衛
門
（
横
上
）

▽
上
庄
地
区
山
田
範
夫
（
森
政
地
頭
）

　

十
年
以
上
勤
務
▽
大
野
地
区

斎
藤
秀
助
（
昭
和
）
水
上
太
右
衛
門

　

（
二
番
）
近
藤
又
右
衛
門
（
春
日
）

石
丸
市
兵
衛
（
春
日
）

▽
下
庄
地
X
中
島
捨
松
（
新
町
）

脇
本
又
三
郎
（
小
矢
戸
）

▽
小
山
地
区
吉
田
小
之
助
（
下
黒

谷
）
本
多
茂
（
上
荒
井
）
清
水
忠
雄

　

（
右
近
次
郎
）

▽
上
圧
地
区
松
田
操
（
下
据
）
斎

藤
運
栄
（
北
御
門
）

▽
富
田
地
区
猪
野
毛
三
作
（
新
田

）
松
田
市
太
郎
（
森
目
）
竹
内
太
（

木
落
）
佐
々
木
治
（
木
落
）

　

五
年
以
上
九
年
以
下
勤
務
▽
大

野
地
区
小
坂
五
郎
兵
衛
（
清
水
）

長
谷
川
清
（
西
一
番
）
白
崎
有
（
四

番
）
尾
崎
庄
兵
衛
（
四
番
）
山
田
宗

兵
衛
（
七
間
）
松
原
長
左
衛
門
（
寺

上
）
冨
士
根
雲
外
（
寺
下
）
山
津
小

兵
衛
（
横
下
）
宮
山
登
〃
昭
和
）
松

田
耕
輔
（
春
旦
弓
斎
藤
甚
作
（
春

日
三
）
橋
爪
京
蔵
（
春
日
三
）
川
端

梅
次
郎
（
一
番
上
）
浅
山
静
（
横
）

四
方
国
勇
（
水
落
）
金
子
五
郎
兵
衛

　

（
篠
座
下
）
杉
山
豊
松
（
末
広
）

▽
下
庄
地
区
米
津
啓
蔵
（
堂
本
）

西
田
橘
次
郎
（
大
国
｛
｝
富
田
才
吉
（

上
中
野
）
土
谷
好
文
（
西
大
月
）
常

脇
常
也
（
西
市
）
石
山
三
治
（
菖
蒲

池
）
吉
岡
亜
五
郎
（
曙
）

▽
小
山
地
区
中
村
甚
蔵
（
上
荒
井

）
橋
本
仁
作
（
飯
降
）
斎
藤
庄
吉
（

上
舌
）
千
藤
松
次
郎
（
下
黒
谷
）
印

牧
金
太
郎
（
下
舌
）
永
田
守
（
新
庄

）
田
中
伊
作
（
新
庄
）
尾
崎
淳
二
郎

　

「
新
庄
」
田
中
新
一
（
新
庄
）
松
井

為
蔵
（
阿
難
祖
地
頭
方
）

▽
上
庄
地
区
横
田
福
太
郎
（
木
本

）
堀
田
七
郎
右
衛
門
（
野
中
）
水
元

真
澄
（
野
中
）
松
森
明
助
（
稲
郷
）

藤
森
栄
（
東
山
）
亀
井
龍
（
友
兼
）

森
永
伊
左
衛
門
（
下
郷
）
三
宅
与
作

　

（
中
据
）
羽
生
忠
左
衛
門
（
中
据
）

羽
生
忍
夫
（
中
据
）
出
村
清
太
郎
（

中
据
）

▽
富
田
地
区
帰
山
小
太
郎
（
下
唯

野
）
帰
山
甚
哉
（
蕨
生
）
阿
部
成
策

　

（
七
板
）
松
原
勝
一
（
土
打
）
南
善

次
郎
（
田
野
）
印
牧
彦
一
（
井
ノ
ロ

▽
阪
谷
地
区
田
中
留
男
（
八
町
）

小
豆
弥
作
（
石
谷
）

▽
五
箇
地
区
林
金
之
助
（
西
勝
原
）

新
年
祝
賀
会

申
込
み
、
十
五
日
ま
で

　

恒
例
の
市
年
賀
会
を
次
の
と

お
り
催
し
ま
す
か
ら
、
ご
希
望

者
は
十
二
月
十
五
日
ま
で
に
市

役
所
総
務
課
ま
た
は
各
出
張
所

へ
お
申
し
こ
み
く
だ
さ
い
。

△
と
き
昭
和
三
十
四
年
一

　

月
一
日
午
前
十
時

△
と
こ
ろ
大
野
市
有
終
南
小

　

学
校
講
堂

△
会
費
一
人
百
円

△
主
催
大
野
市

市税の納人に’

　　　

御協力ください

特別徴牧月間12月1Q30Bまで

婦
人
政
治
啓
発
大
会

　

婦
人
に
普
段
か
ら
政
治
意
識
を
高

め
て
公
明
選
挙
常
時
啓
発
運
動
の
一

助
に
当
ろ
う
と
十
一
月
二
十
日
午
前

十
時
三
十
分
か
ら
下
庄
小
学
校
で
婦

人
政
治
啓
発
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

当
日
は
熱
心
な
数
十
名
の
婦
人
が

集
り
、
泉
き
み
会
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
寺
島
教
育
長
の
祝
辞
が
あ
つ

て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
は
池
田
市
助
役
の
「
市
財
政

情
況
」
の
講
演
、
午
後
は
全
日
本
母

性
連
盟
会
長
山
本
杉
先
生
の
「
婦
人

と
政
治
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
っ
て

全
体
討
議
が
行
わ
れ
、
有
意
義
な
一

日
を
終
り
ま
し
た
。

　

（
写
真
は
講
演
会
場
）

（写真は寺島教育長のあいさつ）

第
8
次
教
育
研
究
県
集
会

六
百
余
人
が
有
南
小
学
校
で

　

十
一
月
十
五
、
六
の
両
日
、
有
終

南
小
学
校
で
県
下
小
中
学
校
の
教
職

員
六
百
名
が
集
っ
て
研
究
会
が
あ
り

ま
し
た
。

　

教
育
活
動
に
つ
い
て
二
十
二
分
科

会
で
研
究
討
議
が
あ
り
集
会
の
成
果

を
あ
げ
ま
し
た
。

歳
末
助
け
合
い
運
動

　

気
の
毒
な
方
々
も
皆
ん
な
で
協
力

し
て
楽
し
い
お
正
月
が
迎
え
ら
れ
る

よ
う
に
歳
末
助
け
合
い
運
動
が
十
二

月
一
日
か
ら
行
上
わ
れ
ま
す
か
ら
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

※
完
納
は
明
る
い
社
会
の
泉
な
り



※
市
税
の
納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

市
発
展
の
祈
り
を
こ
め
て

　
　
　

亀
山
2
市
有
林
に
増
植
林

（写真は亀山植林地）

　

将
来
の
市
財
政
を
豊
か
に
し
、
さ

ら
に
明
る
い
文
化
的
な
市
民
生
活
が

営
め
る
よ
う
今
年
も
亀
山
、
若
生
子

黒
谷
、
阿
難
祖
な
ど
の
市
有
林
八
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
八
町
歩
）
へ
二
万
五
千

二
百
本
の
杉
苗
を
植
付
け
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
今
日
も
、
人
夫
の
手
か

ら
は
市
発
展
の
祈
り
が
込
め
ら
れ
て

一
本
一
本
片
念
に
碩
え
ら
れ
て
行
き

ま
す
。

国
保
全
面
実
施
一
周
年
記
念
式

　
　

優
良
団
体
に
表
彰
状
と
感
謝
状

　

国
民
健
康
保
険
の
全
面
実
施
一
周

年
記
念
式
と
国
民
健
康
保
険
法
施
行

二
十
周
年
記
念
式
を
十
一
月
四
日
大

野
劇
場
で
挙
行
し
次
の
団
体
を
表
彰

し
ま
し
た
。

　

表
彰
状
授
与
部
落
名
▽
下
庄
地

区
西
市
、
太
田
、
小
矢
戸
、
西
大

月
、
京
大
月
、
中
狭
、
友
江

▽
乾
側
地
区
矢
、
尾
永
見
、
坂
戸

花
山
、
上
丁
、
下
丁
、
中
丁

△
小
山
地
区
下
舌
、
上
舌
、
阿
難

祖
地
頭
方
、
阿
難
祖
領
家
、
上
黒
谷

下
黒
谷
、
上
荒
井
、
深
井
、
飯
降
、

鍬
掛
、
新
庄
、
右
近
次
郎
、
聞
春
日

野
、
平
林
上
区

△
上
庄
地
区
上
若
生
子
、
宝
慶
寺

木
本
領
家
、
森
山
、
平
沢
、
今
井
、

上
五
条
方
、
下
五
条
方
、
野
中
、
稲

郷
、
上
据
、
御
給
、
開
発
、
森
政
領

家
、
森
政
地
頭
、
下
郷
、
猪
島
、
北

御
門
、
東
中
、
下
据

△
富
田
地
区
木
落
新
田
新
河
原

△
阪
谷
地
区
柿
が
島
、
落
合
、
不

動
堂
。
橋
爪
、
蓑
道
、
石
谷
、
金
山

萩
が
野
、
御
領
、
大
月

△
五
箇
地
区
西
勝
原
、
下
打
波
、

東
勝
原

　

感
謝
状
贈
呈
組
合
清
水
下
一
、

四
番
下
二
、
七
関
東
、
神
明
上
三
、

神
明
中
、
昭
和
二
、
春
日
三
ノ
ー
●

二
、
清
滝
、
五
番
上
二
、
神
明
上
二

神
明
下
三
、
春
日
三
ノ
三
、
寺
下
二

横
上
二
、
七
同
西
、
末
広
、
神
明
下

一
、
旭
二
、
清
水
下
二
、
三
番
上
一

旭
三
、
春
日
一
ノ
ニ
●
三
、
一
番
上

一
、
一
番
上
二
・
三
、
水
落
二
、
篠

座
中
、
昭
和
二

（写真は表彰状授与西勝原区）

迦保相談室

⑩

日
雇
労
働
者
健
康
保
険
（
以
下

日
一
雇
健
保
と
い
う
）
に
つ
い
て

T
子
わ
た
く
し
は
市
田
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
で
す
。
然
し
日

雇
労
働
に
出
る
場
合
。
市
の
国
保

に
優
先
し
て
義
務
的
に
日
雇
健
保

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
日
雇

労
働
に
出
る
期
間
が
非
常
に
短
か

い
場
合
、
市
の
国
保
に
加
入
し
て

い
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
。

（
答
）
日
雇
労
働
の
方
は
た
と
え
一

日
就
労
し
て
も
日
雇
健
保
に
加
入
す

る
の
が
原
則
で
あ
り
、
こ
の
方
が
日

雇
健
保
で
診
療
を
受
け
よ
う
と
す
る

場
合
は
、
普
通
そ
の
月
の
前
二
ヵ
月

間
に
通
算
し
て
二
十
八
日
分
以
上
の

日
雇
健
保
保
険
料
を
納
め
て
い
な
け

れ
ば
い
げ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
引
続
き
二
ヵ
月
間
に
通
算
し

て
二
十
八
日
0
上
使
用
さ
れ
る
見
込

の
な
い
こ
と
が
明
か
な
も
の
は
、
日

雇
健
保
適
用
除
外
の
承
認
申
請
を
し

て
日
雇
健
保
に
加
入
し
な
い
こ
と
が

で
き
ま
す
。

第
九
回
中
部
日
本
ス
キ
ー
大
会

高松宮賜杯

高
松
宮
賜
杯
第
九
回
中
部
日

本
不
キ
ー
大
会
は
翌
年
二
月

六
日
か
ら
三
日
間
、
六
呂
師

ス
キ
ー
場
を
主
会
場
と
し
て

行
ま
わ
れ
ま
す
。

　

六
日
午
後
有
終
中
学
校
校
庭
で
高

松
宮
を
迎
え
、
開
会
式
が
行
ま
わ
れ
三

日
間
盛
大
な
雪
の
祭
典
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て

大
会
実
行
委
員
会
を
作
り
、
委
員
長

に
池
田
助
役
を
決
め
、
こ
の
大
会
の

行
事
が
ス
ム
ー
ス
に
進
行
す
る
よ
う

鴻
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
大
会
の
日

程
概
要
は
次
の
と
お
り
、

　

二
月
六
日
午
後
、
高
松
宮
、
京
福

大
野
駅
に
お
着
、
開
会
式
、
有
終
中

学
校
校
庭
、
宿
舎
俵
屋

　

七
日
高
松
宮
、
会
場
へ
お
成
り

　

八
日
午
後
閉
会
式
、
阪
谷
中
学

校
講
堂

　

競
技
会
場
は
淆
降
、
回
転
は
三
角

山
付
近
、
距
離
競
走
は
伏
石
出
発
点

ヒ
ュ
ッ
テ
新
設

近
年
、
六
呂
師
高
原
に
訪
れ
る
ス

キ
ー
客
（
と
く
に
関
西
方
面
）
が
と

み
に
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
ら
の
メ
キ
ー
ヤ
ー
に
よ
り
一
層
の

満
足
を
与
え
る
ス
キ
ー
場
に
す
る
た

め
に
、
今
年
さ
ら
に
芦
キ
ー
ヒ
ユ
ツ

テ
ー
む
ね
を
建
て
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

八
十
万
円
の
経
費
で
、
木
造
二
階

建
一
〇
七
平
方
メ
ー
ト
ル
で
売
店
、

乾
燥
室
、
更
衣
室
、
休
憩
室
、
ス
キ

ー
置
場
、
洗
面
所
、
便
所
が
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
工
事
は
十
一
月
三
十
日
に
完

成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

建
設

　

省

河
北
国
道
課
長
戸
田
砂
防
課
長

来
野

国道の拡張と

舗装を陳情

建
設
省
道
路
局
国
道
課
長
河

北
正
治
氏
と
戸
田
砂
防
課
長

ら
は
、
昭
和
三
十
四
年
度
予

算
査
定
の
た
め
県
土
木
部
長

と
道
路
課
長
や
砂
防
課
長
と
と
も
に

十
一
月
十
八
月
午
前
十
時
大
野
市
に

来
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
森
広
市
長
始
め
森
嶋
市
議

会
議
長
の
ほ
か
関
係
市
議
会
議
員
ら

多
数
が
国
道
、
福
井
？
松
本
線
の
京

福
大
野
駅
前
か
ら
花
山
間
の
舗
装
工

事
の
早
期
着
工
、
国
道
、
金
沢
～
岐

阜
線
の
下
中
野
地
籍
な
ら
び
に
神
明

地
籍
か
ら
君
が
代
橋
に
至
る
間
の
道

路
拡
張
な
ど
を
陳
情
し
ま
し
た
。

　

ま
た
戸
田
砂
防
課
長
ら
は
、
清
滝

川
木
本
地
籍
と
絹
六
呂
師
の
0
谷
川

流
域
、
打
波
川
と
九
頭
竜
川
の
合
流

点
な
ど
砂
防
箇
所
を
視
察
し
て
地
係

関
係
者
か
ら
陳
情
を
受
け
ま
し
た
。

声

児
童
公
園
は
僕
ら
の

も
の

道
で
ボ
ー
片
役
げ
を
す

る
と
、
警
察
の
オ
ン
チ
ヤ
ン
に
し
か

ら
れ
る
し
僕
ら
も
危
い
。
そ
こ
で
市

が
造
っ
て
く
れ
た
神
明
公
園
や
山
王

裏
児
童
公
園
に
行
っ
て
ボ
ー
ル
投
げ

を
し
た
り
鉄
棒
で
遊
ぶ
こ
と
に
し
た

　

こ
の
公
園
が
で
き
て
一
月
ほ
ど
は

全
く
僕
ら
の
天
川
で
あ
っ
た
が
最
近

大
人
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
場
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
あ
っ
が
ま
し
い
オ

ツ
サ
ン
が
「
ボ
オ
ラ
、
邪
魔
に
な
る

ア
ツ
チ
で
遊
べ
」
と
い
う
。
こ
れ
で

は
ど
う
し
て
い
い
の
か
ま
わ
か
ら
な
い

　

児
童
公
園
は
僕
ら
の
た
め
に
造
ら

れ
た
も
の
と
思
う
が
、
市
の
人
達
は

ど
う
考
え
て
い
ら
れ
る
の
か
お
聞
き

し
た
い
。
（
A
町
子
供
会
）

　

（
答
）
市
で
は
か
ね
て
、
投
書
の
よ

う
な
こ
と
が
起
き
る
と
思
っ
て
、
公

園
の
入
口
に
次
の
よ
う
・
な
掲
示
を
し

て
お
き
ま
す
。

　

市
民
各
位
の
公
徳
心
に
ょ
っ
て
、

よ
い
子
供
の
遊
び
場
と
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
公
園
の
施
設
を
保
護

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

掲
示
板
に
は

一
、
こ
の
公
園
は
9
童
生
徒
を
対
象

　

と
し
て
造
ら
れ
た
の
で
、
大
人
は

　

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

一
、
公
園
の
諸
施
設
を
こ
わ
さ
な
い

　

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
｀
い
。

　

と
く
に
樹
岑
を
愛
護
し
て
く
だ
さ

　

い
。
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